
42
議
案
を
原
案
可
決

自
治
基
本
条
例
は
継
続
審
査

三
月
定
例
会
で
は
、
平
成

十
八
年
度
の
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
・
病
院
事
業
会
計
の

当
初
予
算
が
提
案
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

施
政
方
針
で
は
、
十
八
年

度
を
「
新
し
い
自
治
が
芽
生

え
る
年
」、「
安
心
し
て
安
全

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
年
」
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

十
八
年
度
の
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
は
、「
改
訂
基
本

計
画
の
適
正
な
推
進
」「
行

政
評
価
の
実
施
」
な
ど
六
点

の
基
本
方
針
を
定
め
、
併
せ

て
、
十
九
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
「（
仮
称
）
次
期
平

塚
市
総
合
計
画
」
も
視
野
に

入
れ
た
予
算
編
成
を
行
う
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
八
年
度
当
初
予
算
で
は
、

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
に

つ
い
て
は
、
個
人
市
民
税
な

ど
の
増
収
に
よ
り
〇
・
二
％

の
増
を
見
込
み
ま
し
た
。
三

位
一
体
改
革
に
伴
う
影
響
で

は
、
地
方
譲
与
税
、
県
支
出

金
が
増
額
、
国
庫
支
出
金
は

減
額
と
な
る
な
ど
歳
入
全
体

で
は
対
前
年
度
比
一
・
〇
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。一
方
、

歳
出
で
は
、
枠
配
分
方
式
に

よ
る
予
算
編
成
を
導
入
し
経

常
的
経
費
の
削
減
、
抑
制
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
少
子
高

齢
化
等
に
伴
う
扶
助
費
な
ど

の
社
会
保
障
費
の
大
幅
な
増

加
に
よ
り
、
厳
し
い
予
算
編

成
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
十
八
年
度
の

一
般
会
計
当
初
予
算
は
七
三

〇
億
九
〇
〇
〇
万
円
、
前
年

度
当
初
予
算
対
比
一
・
〇
％

減
、
特
別
会
計
の
全
体
予
算

は
九
四
八
億
九
一
一
八
万
二

〇
〇
〇
円
、同
一
・
三
％
減
、

病
院
事
業
会
計
の
予
算
は
一

一
二
億
六
〇
〇
万
円
、同
〇
・

六
％
減
と
な
り
、
全
会
計
で

は
一
七
九
一
億
八
七
一
八
万

二
〇
〇
〇
円
、
同
一
・
一
％

減
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
六
月
三
十
日

を
も
っ
て
人
権
擁
護
委
員
四

氏
が
任
期
満
了
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
後
任
と
し

て
、引
き
続
き
水
島
貞
氏（
市

内
土
屋
）、
梅
原
八
重
子
氏

（
市
内
花
水
台
）、
坪
井
能
布

子
氏
（
市
内
宮
の
前
）、
ま

た
、新
た
に
宮
川
重
信
氏（
市

内
中
里
）
を
推
薦
す
る
に
当

た
り
、
議
会
の
意
見
を
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
四
氏
を
適
任

者
と
し
て
認
め
、
市
長
の
推

薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

本
市
に
お
け
る
環
境
の
身

近
な
課
題
に
つ
い
て
、
市
、

市
民
お
よ
び
事
業
者
の
役
割

を
明
ら
か
に
し
、
禁
止
行
為

の
内
容
や
違
反
し
た
者
に
対

す
る
罰
則
、
ま
た
地
区
美
化

活
動
に
対
す
る
支
援
等
を
定

め
る
た
め
、
市
長
か
ら
新
た

に
「
平
塚
市
さ
わ
や
か
で
清

潔
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

罰
則
が
適
用
さ
れ
る
行
為

と
し
て
空
き
缶
・
た
ば
こ
の

吸
殻
等
の
ポ
イ
捨
て
や
指
定

す
る
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
で

の
喫
煙
な
ど
が
あ
り
、
平
成

十
八
年
十
月
一
日
か
ら
適
用

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

議
会
で
は
、
本
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
賛
成
多
数
で

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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平
成
十
八
年
市
議
会
三
月
定
例
会
は
、
二
月
二
十

一
日
か
ら
三
月
二
十
二
日
ま
で
、
会
期
三
〇
日
間
で

開
催
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
新
た
に
「
平
塚
市
さ
わ
や
か
で

清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
す
る
議
案
を
は

じ
め
、
神
奈
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
く
事
務

の
一
部
が
県
か
ら
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
許
可

申
請
に
対
す
る
手
数
料
を
定
め
る
「
平
塚
市
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
や
平
成
十
八
年
度

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
各
当
初
予
算
の
議
案
な

ど
、
四
二
案
件
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
報
告
を
除

く
四
一
議
案
を
審
議
し
、
四
〇
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
、「
平
塚
市
自
治
基
本
条
例
」
の
一
議
案
は
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
提
出
の
会
議
案
で
は
、「
神
奈
川
県
最
低
賃

金
改
定
等
に
つ
い
て
の
意
見
書
」
や
「
高
金
利
引
き

下
げ
に
関
す
る
意
見
書
」
の
会
議
案
を
審
議
し
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

本
市
の

「
自
治
の

基
本
理
念
」

を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の

権
利
お
よ
び
責
務
、
議
会
や

市
長
、
市
の
執
行
機
関
の
責

務
等
自
治
に
関
す
る
基
本
事

項
を
定
め
、
自
治
の
推
進
を

図
る
た
め
市
長
か
ら
新
た
に

条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
議
会
で
は
、
詳
細

な
審
査
を
行
う
た
め
平
塚
市

自
治
基
本
条
例
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
互
選
に
よ
り
委

員
長
に
杉
山
善
彌（
写
真
）、

副
委
員
長
に
水
野
泰
助
の
両

議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
委

員
は
渡
辺
敏
光
、黒
部
栄
三
、

臼
井
照
人
、
岩
田
耕
平
、
穂

坂
光
俊
、
小
林
保
雄
の
各
議

員
で
す
。

同
委
員
会
で
は
本
議
案
を

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

���月月月定定定例例例会会会

人
権
擁
護
委
員

推
薦
に
同
意
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審議の概要一
般
会
計

前
年
度
比
１
・
０
％
減

七
三
〇
億
九
〇
〇
〇
万
円
を
計
上

さ
わ
や
か
で
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
条
例

平
成
１８
年
１０
月
１
日
か
ら
施
行

古紙配合率１００％再生紙を使用しています

第第７７回回 渋渋田田川川桜桜ままつつりり

紙 面 の 構 成 の
ご 案 内

３月定例会 議案の審議結果……１面
行財政全般…………………………２面
行財政全般…………………………３面
まちづくり・経済…………………４面
環境・福祉…………………………５面
１８年度一般会計予算の討論………６面
発言通告……………………………７面
安心安全・教育……………………８面

自
治
基
本
条
例
特
別
委
員
会
を
設
置

正
副
委
員
長
を
選
出
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